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世代をつなぐ「学び合い」の可能性 
～続・効果的な世代間交流のあり方とは～ 

 ライフデザイン研究部 研究員  福澤 涼子 

 

1.世代間の学び合いの重要性の高まり 

 ミドルシニア層のリスキリングやアンラーニングといった言葉が注目を集めるよう

に、変化の激しい現代において、年齢に関わらず学び続ける重要性が増している。従

来、職業技術の伝達などの教育指導はその経験値に基づき、上の世代から下の世代へ

と行われてきた。だが、近年ビジネスモデルの変化のスピードが加速していることに

加え、デジタル化の進展などもあり、働く環境は大きく変化した。これまで積み上げ

てきた経験値だけで、上の世代が下の世代を教育するには限界があるといえる。 

 むしろ若年層のほうが、新しい技術の習得や、新しい環境への適応に優れているた

め、今後は下の世代が上の世代に教える機会も増していくと考えられる。特に、高齢

者雇用が推進されているなか、職場のミドルシニア層にいかに活躍し続けてもらうか

は、多くの企業にとって共通の課題である。そのため、「上の世代が下の世代に教育

する」という一方向だけではなく、「下の世代が上の世代を教育する」という双方向

の学び合いにより、全世代がスキルアップしていくことがより重要といえるだろう。 

2023 年 10 月の拙稿「上の世代との会話は学びか、苦痛か～効果的な世代間交流の

あり方とは～」では、若年層（18～34 歳）の上の世代との交流の実態や意識に関する

調査データにもとづき、効果的な世代間交流について論じた。本稿では、逆にミドル

シニア層（50～69 歳）（注 1）の下の世代との交流に関する意識調査から、「世代間

の学び合い」について検討する。 

 

2.ミドルシニア層にとって、下の世代との会話は学びがあるのか 

図表 1 上側は、ミドルシニア層に「自分より下の世代の人との会話によって学ぶこ

とがある」かをたずねた結果だが、全体の 52.4％（「あてはまる」「どちらかという

とあてはまる」の合計）が下の世代との会話から学びを得ていることがわかる。これ

は、図表 1 下側の若年層（18～34 歳）が「自分より上の世代の人との会話によって学

ぶことがある」と回答した割合とほぼ同じで（52.5％）、ミドルシニア層も下の世代

との会話から学びがあると捉えているようだ。つまり、世代間の交流は年少者が年長

者から学ぶだけではなく、年長者も年少者から学びを得られる機会だといえる。 
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図表 1 世代の異なる相手との会話によって学ぶことがあるか（年代別） 

 

*1:「世代間交流（自分とは異なる世代の人びととの交流）についてのお考えを教えてください。」としたうえで、ミド

ルシニア層には「自分より下の世代の人との会話によって学ぶことがある」、若年層には「自分より上の世代

の人との会話によって学ぶことがある」か否かをたずねた結果である。 

*2: 全国の 18～69 歳の男女 10,000 名（インターネット調査）のうち、ミドルシニア層 50～69 歳の男女 4,263 名

と、若年層 18～34 歳男女 2,276 名の結果にもとづく 

資料：第一生命経済研究所「第 12 回ライフデザインに関する調査」2023 年 3 月実施 

 

 また図表 2 は、ミドルシニア層に対する「下の世代との会話によって学ぶことがあ

る」かとの問いに、肯定した人と否定した人の別にみた、下の世代との会話の意向を

比較したものである。「下の世代との会話によって学ぶことがある」と肯定的に回答

した人の 70.4％が「もっと会話したい」と思っている一方、「学びがない」と感じて

いる人では会話意向が 8.1％に止まる。以前拙稿で紹介した若者の「上の世代との会

話によって学ぶことがある」の回答結果別の会話意向（注 2）以上に、「学びがあるか

否か」によって、会話の意向度合いに差が開く形となった。 
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図表 2 自分より下の世代の人ともっと会話したいか（学びの有無別） 

 

*1: 「世代間交流（自分とは異なる世代の人びととの交流）についてのお考えを教えてください。／自分より下の

世代の人との会話によって学ぶことがある」という問いに対して、学びがある人（「あてはまる」「どちらかという

とあてはまる」と回答したミドルシニア層（50～69 歳）の合計n=2,232）と、学びがない人（「あてはまらない」「ど

ちらかというとあてはまらない」と回答したミドルシニア層の合計n=2,030）の会話意向（「自分より下の世代の

人ともっと会話したい」）の比較  

資料：第一生命経済研究所「第 12 回ライフデザインに関する調査」2023 年 3 月実施 

 

一概には言えないものの、共通の時代体験を持つ同世代は、価値観が同質的になり

やすい。一方で、育った年代が異なれば、価値観や経験・知識も異なることがあり、

他世代との会話から思ってもみなかった示唆を得られることも大いにありうる。その

ように、下の世代からも学ぶことがあると捉える人ほど、下の世代との会話をより求

める傾向にあるといえる。 

 

3.役割を逆転させる「リバースメンタリング」とは 

だが、日本は年齢による上下関係を重んじる文化だといわれることも多い。ミドル

シニア層が「学びがあるから会話をしたい」と下の世代に対して考えていた場合でも、

「上の世代に教えるなんて生意気だと思われるのではないか」と委縮してしまう若者

もいるだろう。 

そのため、下の世代が上の世代に教えるという仕組みを制度として導入している企

業がある。「リバースメンタリング」と呼ばれるその制度は、年上が年下に指導する

という一般的な役割を逆転させ、若い従業員が上層部を指導するというものだ。この

仕組みは、1990 年代にアメリカの電気メーカーにおいて、経営陣が若い従業員からイ

ンターネットなどの IT 技術を教わり効果を発揮したことで注目されるようになった。

昨今では、日本でも複数の企業で、若い社員が幹部層へ先端のデジタル技術ほか、職

業観や消費トレンドなどを助言・提案するリバースメンタリングが制度として取り入
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れられている。 

このリバースメンタリングの効果の 1 つとして、世代間の学び合いを挙げることが

できる。上の世代は、自身の知らない知識をインプットすることで、技術の習得や視

野を広げることができ、経営やイノベーションのヒントにもなる。一方若者にとって

も、上の世代に進言をするという経験を通じて、リーダーシップの向上が期待できる。 

加えて、リバースメンタリングには世代間の関係を良好にする効果も期待できる。

「年寄りは使えない」「若者は甘ったれている」などの世代間の対立や分断を招く年

齢差別（エイジズム）は、交流頻度の少なさがその偏見を招く要因の 1 つとされる（注

3）。互いを尊重しあう学び合いの機会は、そうした偏見や対立を軽減させることにも

つながると考えられる。これらの効果を踏まえると、定年延長などで年齢に関するダ

イバーシティが高まっている現代では、リバースメンタリングの相手を役職者に限ら

ず年長者全体に広げることには、個々人や職場全体に大きなメリットがあると考えら

れる。 

もちろん一般論として、年長者より経験値の低い若者は、視野が狭くなりがちで未

熟な面も多い。年長者はそうした点を寛容な態度で見守りながら、「下の年代から学

べる点はないか」という視点で、若い世代との会話の機会を設けてみてはいかがだろ

うか。学び続ける必要性が増すなか、異なる世代は、自分の知らない知識や視点を教

えてくれる貴重な「先生」になりうるだろう。 

 

【注釈】 

1） 本稿は主に職場での世代間交流を想定していることから、50～69 歳をミドルシニア層と

設定した。 

2） 「上の世代との会話によって学ぶことがある」と肯定的に回答した若者の 60.3％が「も

っと会話したい」と思っている一方、「学びがない」と感じている若者では 9.7％にと

どまる（福澤 2023）。 

3） 先行研究によれば「日頃から親しくしている高齢の親族や仕事仲間数が少ない若年者ほ

ど高齢者に対する否定的な感情を抱き、若年者との接触頻度が低い高齢者ほどできるだ

け若年者との交流を避けたいという感情を抱いていることを示唆」していて、接触機会

を増やすことで互いの偏見や差別が低減する可能性が示されている。／原田謙『「幸福

な老い」と世代間関係－職場と地域におけるエイジズム調査分析』 
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